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一一）

一
般
に
水

一一統
一物
の
生
態
研
究
は
来
だ
一選
だ
幼
稚
な

状

態
に

あ

る

。
中
で
も
-fo
識
の
生
態
M
i
'

・W
-
:一の
如
き
は
其
の
必
要
最
も
央
繁
の
も

の
で
あ
る
に
・ :
相
ら
ず

、進
境
の
見
る
可
き
も
の
は
:

選
だ
少
な
い
c
-

-一一一

館
期
の
如
く
経
済
的
に

一一一 :=
要
で
學
開
的
に

興
味
あ
る
も
の
は
他
の
布

一

類
に
比
す
れ
ば

從
來
か
な
り
注
意
さ
．a
て
來
て
は
-b
る
が

、
ま
だ
ま

だ
研
究
は
ほ
ん
の
端
精
に
つ
い
た
ば
か
り
と
言
へ
よ
う
o

今
ま
で
の

結
果
は
主
に
野
外
觀
察
な
ど
の
推
論
で

一一a
的
結
果
か
ら
の
結
論
は

比
較
的
少
な
い
様
に
思
は
れ
る

。

一a-一一
類
の
生
態
研
究
は
大

理
:
つ
の
責
験
的
方
面
か
ら
爲
さ
る
可
き

で
之
は
一一一 i解
の
場
合
も
全
く
同
様
で
あ
る

。即
ち

（一
）一解
の
研

究

（一一
）・一S一體
の
測
定
學
的
研
究

（三
）
標
識
に
よ
る
研
究
等
re
あ
る

。

先
づ
鱗
の
研
究
で
あ
る
が
此
の
研
究
は
布

一の
生
態
研
究
の
上
に
は

非
常
な
重
要
性
を
も
っ
て
ib
る

。今

一一-で
と
し
て

態
'
n
'一原
'
題

な
ど
の
鱗
の
研
究
が
=

:一ハの
生
活
波
間
明
の
上
に
如
何
に
役
立
つ
た
か

は
多
く
の
人
の
知
る
所
で

'一
解
の
研
究
は
之
等
の
・一一一一一の
外
に
も
か
な

l

）澤
山
行
は
れ
'

文
献
も
一
願
る
多
い

。將
來
と
し
て
一隣
の
研
究
は
水

一一…-'

生
物
學
上
の
大
き
な
一
部
門
を
な
す
に

至
る
で
あ
ら
う

。一離
一研
・一一:一の

生
態
的
意
義
一一?

l

M一の
種
類
に
よ
っ
て
著
し
く
異
な
る
の
で
あ
る
が

、

此
の
出
を
了
解
し
な
い
た
め
に

一
概
に
一蘭
の
性
質
を
不
安
定
な
も
の

と
す
る
様
一一一一議
論
も
ぁ
っ
た
o

し
．か
し
責
は
生
物
一
學
的
に
は
此
の
點

が
異
味
が
あ
る
の
で
あ
つ
て

'
つ
ま
り
鱗
が
比
較
系
続
上
の
-～l-
題
を

提
供
す

る
と
言
4
わ
け
な
の
で
あ
る
o

解
の
研
究
も
は
じ
め
算
な
ど
で
は
年
輪
即
ち

A
n
nu
l

u
s

が
e
'
の

年
齢
を
示
す
と
言
ふ
事
だ
け
で
あ
つ
た
が

，
研
究
の
進
む
・

-

共
に
一…一一

器
に
よ
つ
て
異
な
る
年
輪
間
の
'距
離
は

'
各
群
の
成
長
度
を
現
は
す

と
言
-
事
が
言
は
れ
る
構
に
な
り

、
大
分
生
態
的
の
解
想
:
:一が
っ
く
構

l
一-
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の
如
く

Ta
9
9
i
-
1

9
-

:

n
e
t
ho

（
-

（特
標
法

）と

M
u
tn
at
ion
m
e
t
h

0（
-

（
切
断
法

）
と
あ
り

'-一
，一購
で
は
:1E
師
は
切
斷
法
で
洞
游
は
特
一機
法
で

研
究
さ
れ
る

。以
前
は
洞
的
試
驗
の
切
斷
法
な
ど
も
切
斷
の
結
果
と

一一・
ふ
事
．一一一・・
研
究
し
な
か
っ
た
た
め
に

、
．-l=-
師
の
眞
實
性
が
前
も
す
れ

ば
疑
は
れ
た
の
で
あ
る
が

l-
．．

究
し
如
何
に
何
産
を
一切

斷
」一

，れ
一一 :-一一…一，生
の
一一解一--1・'
來
さ
ぬ
か
と
言
ふ
事

f
．
-

が
研

究
さ
れ

、一日
一つ
標
識
e一の
一M一一の
萬
-r-一を
保
一 :-， :す
る
と
言
ふ
方
法

が

f
j
l

:

用
さ
れ
る
の
で
．-l=-
師
賀
驗
の
確
資
性
は
一一一一一常
に

增
し
て
來
た
わ

時

け
で
あ
る

。米
囲
の
研
究
で
は
切
斷
--
脂
蹄
'
背
一n一、胞
一開の
三
始
に

一

．
-

:一一一一て
行
ふ
が
よ
い
-
'一 ・
:

は

．
:

-
-

-一る
。之
等
の
中
最
も
確

，l「なの
:一:--
-----
能一

他
の
解
，も
切

斷
に
あ
た
り
度
府
中
に
一解
條
の
an
'

Jl'-
を
全
く
残
さ
n一一一 :一にす
れ
一一一一一一…一 :

生
せ
ぬ
の
で

、充
分
確

實
で
あ
る
と
言
は
れ
る
o
S
・z-
-
'
D
-
・一一'-
J

・
〇
・

の
研

一f'で
は
能:
の
切
斷
に
あ
た
っ
て
は
必

一一一-l-二
概
所
例
へ
ば
備
時
と

右
渡
賄
と
か

、
脂
時
と
一一一 ::
一一一一一:の
後
半
部
と
か
言
ふ
風
に
組
合
せ
的
に

切
斷
し
た

。之
に
よ
っ
て

-M
然
/

）偶
実
・一一一と
の
區
別
を
行
ふ
と
言
ふ

の
で
あ
る
o

北
米
の一
コ
ロ

ン

ビ
ア

河
でR

i
r

-

W

．;H;
．
存
I

I
，

）-
，-1

一'- :
:
-

一一．B
．

研
究
の
結
果
難
で
は
再
捕
率
は
比
較
的
少
な
く
'
移
動
通
度
酒
游
範

目
共
に
一一一電
一一:-一大
な
る
も
の
が
あ
る
事
が
發
見
さ
・a
た

。

，
r

附
記
〕

こ
れ
は
条
事
で
あ
る
が
難一一解
は
英
の
形
態
が
美
し
く
ス
ポ

ー

ツ
フ

イ
ッ
シ
n

と
し
て
優
れ
て
居
-

）且つ
洞
師
洞
游
遡

河

等
の

習
性
が
あ
る
の
で
'

一
般
人
士
の
之
に

興
味
を
も
っ
も
の
が
少
く
な

い

。英
の
爲
近
來
動
物
文
學
上
一一 :・一一一一-一の
生
活
史
が
あ
っ
か
は
れ
文
理

〇
北
千
島
態
-la
lf
業
合
同
問
題

「パ
シ

フ

イ
ク
・
フ
イ
シ

ヤ

一、
ン

」一J-
班
に

於
て
北
千
島
般
第
漁
業
合
同

間
題
が
次
の

如
く
取
扱
は
れ
て
一一一るの
で
a
●

考
ま
で
に

:

e一部
し
て
量
く

。

北
千
島
方
面
に

於
け

る
漁
業
行
一一一一種
を
北
海
道
-a
ょ
り
-e
林
省
に

移
M一一 :

:

す
る
と
'一一ふ間
題
を
一一一一一っ
て

、1l-
-:l-
は

一度林
省
及
北
千
島
一
要
一一一
a
業
の

大
費

本
側
と
之
に

對
す

る
小

査
本
側
と
0

間
に

深
刻
な

:一一一一一一:・
---
手
が
-f
け

ら
れ
た
o

一量

林
省
及
大
一一0一本
側
で
は
北
千

島
に

於
け
る

-i-
源
の
保
持
上

、
行
政
構
の

--
林

省
移
特
が
必
要
で
あ
る
と
・

，・M一一し
た
の
で
あ
る
が

、各
方
面
の
反
對
に
:

S一っ

て
M-…
年
は
何
等
具
体
的
な
一一一一一展
を
見
せ
な
か
っ
た

。

然
る

に
北
海n
a

は
1l-
年
十
Jl-
北
千
n
-一漁
業
M
保
者
を
招
集
し
て

、同
最

資
源
保
持
の

-lS
に

g
一開
一一a一者
一 :一一一m
業
者
の

一
大
合
同
を
総
．-la
し
た

建

、之
は

1
国

-

の
キ
ン

一一一，-- il一で
行
つ
た
責
驗
で
は
放
流

一一一一の一確
一を
一
ヶ
年
乃
至
一
ヶ

年
半
ぐ
ら
い
ま
で
精
し
．

く
輸
し
'
成
長
輪
の
出
來
か
た
と
放
流
時
の

lil-
長
と
の
開
係
ま
で
測
定
し
て
置
き

，
ま
た
鱗
の
南
眞
ま
で
保

，． l
:-

し

た

。斯
く
て
各
所
で
十

三
同
各
同
數
萬
尾
以

上
宛
放
流
し
た
-

此
の

1ll-
抽
率
は
最
大
o

．・一一一一・ :-
，
o
-
-

最
少
o

．o
（） :
-一一一一一
で
上
記
十
三
回
の
1
:

-

は
o

． l
，9o/
で
あ
つ
た
o

最
も
-一一一一Mの
よ
か
っ
た

一
實
驗
で
は
I

萬
尾
の
放
流
中
・一，一一一一一 :
-
-

一一の
再
抽
が
あ
り

、 :=
?

の
中

」尾
は
二
年
生

、

s
s
尾
は
三
年
生
'
-

-
l

7
1

尾
は
四
年
生
，一一一0
尾
が
-・-一年
生
で
あ
つ
た

。

以
上
は
．l=1
師
-llf
-lla
-
あ
る
が
期
m
一の
:

m
に
於
、け
る

．洞
一一一一．性
を
知
ら

ん
が
た
め
の
組
'

識
賀
驗
一--
-
:

一一一一一來
各
所
で
行
は
れ

之
に

就
て
は
北
海

適
水
藤
試
驗
場
:

英
の

-ll-
の
此
の
方
面
へ
の
一一:
（献
に

は
者

し
い
も
の
が

あ
る

。此
標

識
に

は
セ

ル
ロ

イ
ド
製
長
方
形
の
小
被
を
作
り

、鋼
線
を

以
て
尾
柄
に
む
す
び
つ
け
る
方
法
が
用
一一一）ら
れ
た
o

英
の
結
果
と
し

て
:

難
の
洞
…一″一は時
に
非
常
に
廣
い
施
画
一に
互
り

'
例
へ
ば
北
見
一構

一一一一 :

で
放
流
し
た
も
の
で
山
形
縣
n消

一一一 :に連
し
た
も
の
'
又
北
千
島
幌
一進

で
放
流
し
た
も
の
が
七
三
〇
m一一を
移

動
し
て
一一一 :一十
三
日
後
露
領
ウ
一フ

ヮ
河
ロ
に
一一一n
し
た
な
ど
の
事
資
も
發
見
さ
れ
た
o

要
す
る
に

之
等
の

を
1f
は
し
た

一例
が
あ
る

。そ
れ
は
館
物
語

で

著

者
は

llcn
ry

一一一一-
．
-

:

A

-
-

-so
N

書
名
は
S

一一art

-le
S

-

-lm
o
n

と
言
ひ
'Sala

r

と

言
ふ

一
尾
の
難
の

一
代
記
を
非
常
に
面
自
く
書
い
た
も
の
で
'
寫

一一一一

入
り
の
高
價
な
本
や
普
及
版
の

一一一一 :

い
の
や
色
・一rあ
る

。一解
一解
趣
味
の

-ll-
物
と
し
て
冬
の
夜

一
一u一の
一…n
、
M
が
あ
る

。

大
部
分
の
一一一一装者
及
的

一一・
数
の

一一一一一一'，装
者
に

使
1l

'受
け

入
れ

ら
れ
た
r一-:一一一は

れ
る

。そ
こ
で

-H
IH
側
は
更
に
:
:
-

一
体
案
を
提
示
す
る

に
重

り
'
そ
の

後
量
同

に

渉
1l・t S

義
會
が
開
1la
---
れ
・

，一が
、本
本
に

は
右
案
が

一 :
:
-一、
体
化
す
る
で
あ
ら

う
と
見
ら
れ
る
o

一一一 :--n-…年
十

月
二
十

一
日
よ
り
三
日
間
に

一 :- :一
り
商
----
．il-
公
會
;:4・'
に

於
て

「開

1l-
品
解

會

」
が
開
使
さ

れ
た
o

常
=
は
有
意
義
な

る
技
術
上
の

討
論
等
も
行

一一 :-
．n．
、日
本
の

始
f
1ll-
-一・一工
業
に

携
は
る

幹
部
の

、
製
-l-
技
術

、製
品
々
質

の

向
上
と
一一一ふこ
と
に

對
す
る

眞
一一一一一な
る

努
力
の

程
が
1l9
は
れ
た

-
-

l
1fi



l
六
1

民
間

池

中

養

鱒
一

事
業

の

實

例

秋
E
一
聚
能
試
一
基
技
的

赤

根

金

太

一郎

酸
近
本
邦
各
地
に

於
け
る
一一一一一間
養
難
事
業
の
有
利
な
る
實
一前
に

鑑

み
我
が
秋
国
縣
に
於
て
・一一一一u
-

一一一一一，水
地
帶
の
利
用
と
し
て
一解
池
中
養
殖
を

企
日
す
る
民
間
常
業
行
の
一前
次
增
加
す
る
-a
勢
に

あ
る
は
一一一:々
営
事

者
と
し
て
頗
る
一一rM
-一一一に
地
:

へ
9
次
第
で
あ
る
o

昭
和
l'
二
年
末
に

於

け
る
秋
田
縣
の
民
田
地
中

養
M-
場
．
-

-

l-
北
部
三
ヶ

所
山
利
部

一
ヶ

所

一一一一:i:一部
一
三
ヶ

所
雄
解
郡
一
ヶ
所
の
八
ヶ
所
で
あ
る
が
多
く
は
昭
和
-

一
年
又
は
昭
和
十
二
年
か
ら
の
一一業
で
来
だ
技
術
的
に

来
熱
の
域
を

確
せ

一‘=-る
所
謂
来
知
数
の
も
の
が
多
い
が
'
仙
北
部
一一一一-一川
村
の
二
個

所
は
昭
和
九
年
の
創
業
で
本
縣
民
間
養
館
事

一f-の
先

一一一・格で
あ
る
だ

け
に

先
づ
一
人
前
の
成
一
横
を
收
め
る
様
に
な
っ
た
の
で
英
の
組
營
の

責
態
に

つ
き
種
要
を
參
考
ま
で
に
述
ぺ
て
見
た
い
と
思
・一。

豊
川
村
は
仙
北
那
の
-一一一部
に
位
し
具
羽
'

本
線
大
曲
解
一
よ
り
分
岐
す

～
-

=
:

の
所
に

あ
っ
て
標
高
六
十
'-・-米
で
-一一・方
に
は
四

、九
杆
に

し
て
奥

羽
山
限
を
控
へ
西
方

一
帶
は
田
国
よ
く
拓
け
願
る
平
川
'

地
で
あ
る
が

本
村

の

中

央
部
に
は
南
北
に
定
一

る
段
地
が
あ
0
此
の
一一一-
．部
に

は
到

る
所
に

初
水
あ
り

て
清
列
な
る
水
に

渡
々

と
し
て

流
れ
て
小
川
を
形

成
し
何
れ

も
西
方
に

向
つ・

一一流
M
．て

一M，・，，，（ :-
-

-一一1--
一出
出
水
の
た
め
に

水
温
低
冷
に

し
て
国
賽
水
に

--
不
適
営
な
る
た
め
そ
の
確
放
擲
し
て

--1
る
一状
u
-

-一で
あ
っ
た
が
先
年

自
分

:

-

一一-同地
に

出
張
の
際
一
見
し
て
養

る
生
保
内
線
羽
後
長
野
解
の
・ :
…
a一方
三

七
．-if
角
館
解
の
東
方
四
'

一
館
總
管
の
理
想
的
適
地
な
る
一・
"を
土
地
の
人
に
語
つ
一．一あ
っ
た
が
英

後
そ
の
中
の
清
水
川
を
差
択
み
て
五

、
六
人
の
方

一一一が
一一一'・一に
三

，
四

十

一M-'・
地
の
飼
言
池
を
築
造
し
て

試
驗
場
か
ら
館
稚
布
'
の
分
-lf
を
受
け

一
解
池
中
養
殖
を
試
み
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

。然
し
前
述
の
如
く
体

●

長
八
分
内
外
の
稚
索
、を
飼
育
す
る
事
は
一-a
心
者
に

は

型
出

田
難
な
る

と
調
育
池
の
解
造
不
完
全
な
る
'た
め
推
e一を
発
死
せ
し
め
又
は
悉
く

通
出
せ
し
む
る
も
の
等
あ
u
，
て
結
局
次
に
記
r
る
佐
一一一一一木
直
言
'
国

村
長
吉
用

氏
の
み
が
一相
-

成
功
の
域
に
達
し
た

‘
〇

で
あ
る

。

一、性
0
木
-・言
氏
養
9一場
面
載
約
一i-
那

（一）所
在
地

仙
北
部
:
-

:一'川
村
M
-一一一一一一一

）
（=
-E
育
池

清
水
川
に
:一一一一一）-，--一一…'
三
間
長
十
開
水
深
'

一一 ::一、一 :-一
，
・・一一M

の
4
的
育
池
三
個
を
連
組
し
て

楽
造
し
．一M-一一一m-一
は
何
れ
も
土
一一:--
-
-

i
，・
」な
る

た
め
:

期

一取
り
の
ま
-』
と
し
:
ハ

注
排
水
部
の
み
板
柵
を
施
し
て
池
の
決

般
を
防
ぎ
'
:

花
水
路
は

m
'

一一K
本
一深
三

，べ
の
も
の
を
以
て
清
水
川
よ

り
導
水
し
'
第

一
號
池
の
排
水
は
第
二
5班

池
の
:

注
水
と
な
り
第

:

一
號

池
の
:

注
水
は
第
二
號
池
の
排
水
を
以
て
す
る
如
く
し
'

且
つ
第
二
'

三
號
池
へ
は
方

一 :
1
-

-

一
の
理
設
働
を
以
て
清
水
川
よ
り
直
接
清
種
水
を

引
地
一 :

和
給
す
る
如
く
楽
造
し
た
も
の
で

，
水
温
は
冬
n
字

-'

一
度
一一一一一一一一・

十
六
度
を
示
す
も
?

一Si
ll-

用
一一・，・一解
一一化
な
く
水fM

'

は
二
個
よ
り
， :::
'

個
位
ま

で
必
要
に
應
じ
て
調
節
が
出
來
る
一税
に
な
つ
て

:一一るo

）
（-
一阿
育
経
管
状
u
:一一
佐
々
本
一m
」:ロ
一=
-
，

自
身
何
育
に
從
事
す
る
も
の

に
し
て
昭
和
十

一年
の
般
現
に
就
き
記
す

．a
ば
昭
和
十
年
秋
率
秋
-

縣
水
産
試
験
場
よ
り
河
館
那

一一力
粒
と
同
十

一
年
三
月
河
館
排
布

一一

万
尾
の
分
議
を
受
け
生
後
二
ヶ

月
:一一一一は
面
積
三
坪
の
和
a
'
池
二
個
に

收
容
し
'
・

解
料
は
馬
肝
臓
を
碎
斷
し
描
算
に
て
描
-l

）節
に
か
け
て
要

世
し
'
之
れ
に
水
を
注
加
し
て
池
一aa
に
撒
布
投
興
す
る
も
三
ケ

月
目

よ
-

）は飼
育
池
に
移
し
解
科
と
し
て
馬
肝
一厳
二
〇

、
-a
二
〇
'
期
二

〇

、米
解

一一一:一
、一一一一一粉
五

、
館
粉

二
一-n
'
野
菜
fi-
の
割
合
を
以
て

一9合

調
製
し
た
も
の
を
金
細
の
r一一一一一 :
:

に

塗一
布
し
池
中
の
所
々
に

懸
埀
し
て

給
興
し
，
又
時
々
以
上
の
混
合
（ll
，
f
料
を
内

一一一一器
に
て
調
製
せ
一
，搬

一解

を
投
興
し
て
漸
次
之
a
に
刷
致
せ
し
め
糖
～

lll-
充
分
な
る
に

至
れ
ば

-liF

:一一一:
を
止
め
本
ら
撤
解
方
法
の
み

に
よ
る
o

八
月
明
第
二
同
根
別
後
'

明

よ
り
徐
々

に
師
の
分
識
'

を
-期
加
し
市
場
出
術
の
直
前
明
に

至一a
ば
-

〇
%
位
と
す
る
も
出
荷
前
三
日
乃
至
七
目
に
一ま
れ
ば
全
く
投
解
を
体

止
す
る
o

S

出
荷

生
産
-e
の
販
路
は
附
近
及
び
縣
内
に
於
て
は
来
一一一
^
S一り

消
費
が
な
い
の
で
東
京
に

も
販
商n
せ
る
が
荷
一mn

方
法
は

一网
に

体
長

六
寸
乃
至
七
寸
の
一一一一・一n・'-・a
十
尾
を
收
容
し
一一一小一一一．一とし
て
客
;il-
便
を
以

て
輪
送
す
る
方
法
を
と
り
總
数
・
几
千
八
面
六
十
-・-是
，一一・一
出
荷
し
た
/

）

で
あ
る
o

-

）
五

收
支
决
算

（收入
金

一
千
百
七
十
五
目
五
拾
錢
也

l
七
l



内
一a
t

金
四
百
二
十
六
日
也

東
京
販
責
三
千
五
百
--
代

金
六
百
十
目
一一，a
拾
錢
也

縣
内
販
-一一・一ハ
千
十
五
--
代

金
三
十
九
口
也

富
玻

、
新
潟
一u

i

一三
百
五
十
J-
代

金
'-一一 :

面
也

親
魚

一
千
尾
評
fl-
金

支
出
金

五
百
七
十
日
九
十
錢
也

内
部
金
二
十
五
目
也

河
解
卵

一
万
粒
代

金
三
十
目
也

河
-n
-一一，-n一一
万
尾
代

金
二
百
一・一:一．圓
九
十
錢
也

解
料
費

馬
肝
臓

二
一
五
画

麥
粉

一一一・五
1l!a

:

j一九
七
◆

四
国

!llE

七
五
国

馬
:

節
a
●

及
野
菜
五
目

金
八
十
目
也

荷
造
一連
一a一其他
雑
費

金
百
三
十
目
也

造
池
人
夫
二
百
人
分
0一一銀

金
七
拾
五
日
也

板
相
'
水
一一 ::材
料

費

金
二
十
五
目
也

備
晶
費

差
引
益
〈
0

=
ハ
百
四
目
六
十

錢
也

以
上
は
佐
一一一一木
直
吉
氏
自
身
の
勞
銀
を
合
一一一一，た
る
益
金
な
る
が
造

收
入
金

四
百
六
十
四
国
也

内
一一一一一

金
百
七
十
八
国
-
-一

東
京
販
費
千
・一一百
尾
代

金
二
一自
二
十
六
圓
也

縣
内
販
一
質
二
千
二
百
尾
代

金
六
十
日
也

親
前

一'．ハ
百
尾
評
慣
金

支
出
金

一一一;;r i

，-・ :一
十
三
国
也

内
一一一n 1
金
十

二
国
一

， :

:
-一一一一-鍵
也

河
館
・

那
五
千
粒
代

金
二
十

四
国
一川

一

河
節
雄
布

一八
千
尾
代

金
九
十

一日
五
輪
錢
也

解
料
代

馬
肝
臓

一
五
目

麥
粉

容
破

五
目

a
四
五
目

一期
一

二

l
一一（i

池
◆
二
百
五
-a
は

一
ケ

年
に

し
て
回
收
が
出
來
た
部
で
之
れ
を
三
ヶ

年
成
と
し

一
年
分
と
し
て
七
十
五
目
を
本
年
度
よ
-

）控
除
す

る
と
せ

ば
本
人
の
野
-a
を
合
み

た
る
利
益
は
七
百
三
十
四
目
六
十
錢
で
な
か

な
か
優
秀
の
成
積
と
一一一へる
o

:一一一一一一木
氏
は
此
の
好
成
1

l
f

に

鑑
み
昭
和
十
二
年
よ
-

）は面
言
面
積

も
約
三
倍
に
一
城
張
し
引
a-
き
熱
心
に

努
力
し
て
居
る
o

二
'
国
村
最
言
氏
-・f場
面
積
約
七
十
一n
l

'

一）所
在
地

仙
北
那
豊
川
村

一一一a-一一一一一

（佐-
木
養
解
場
の
下
流
に

於
て
矢
張
清
水
川
よ
り
用
水
を
引
-9
し

面
育
池
二
個
を
使
用
し
て

一同一一 :

'一し
一一，--
・
、-
あ
る
が

、一同
育
池
‘の
構
選
E

育
方
法
等
は
略
々
佐
一・一一木
養
館
場
と
大
同
小
異
な
る
を
以
て
記
速
の

集
を
避
け
經
管
方
法
の
大
様
の
み

を
述
ぶ
れ
ば

f

経
管
方
法

佐
々
木
氏
同
様
自
身
一最
業
の
傍
ら
（E
育
に
從
事
す

（るもの
に

し
て
昭
和
十
年
秋
季
河
一m一卵
五
千
粒
同
十

一
年
春
季
に

於

て
秋
国
解
水
藤
試
験
場
よ
-

）rlE館
雅
e
、八
千
尾
の
分
讓
を
受
け
同
年

一望
半

よ
り
四
一
和
十
二
年
二
月
ま
で
の
間
に

於
て

一一一 i・ :9一四
千
四
百
是
を

販
賣
せ
る
が
收
支
決
算
次
の
如
し

。

）
三

收
支
决
算

（
金
七
十
目
也

金
四
拾
目
也

金
三
十
五
目
也

二
・五
目

野
菜

四
日

造
池
人
夫
百
人
賃
銀

水
-i J

英
他
設
備
費

荷
造
一迎
一一一一一一英
他
難
a
-一

差
引
益
金

百
;・L十
一
国
也

益
金
百

九
十

一
国
は
田
村
一一… :

-一の
一一一一銀
を
含
み

た
る
利
益
な
る
も
造

池
費
百
十
国
は
:
-一一一一一一木
氏
の
場
合
同
様
一
一ヶ
・一一一一・一一一m一と
し
て

ff-
却
す
る

～:
と
と
し
，
英
の

一
年
分
四
-一
回
を
本
年
度
よ
-

）控除
す

る
も
の
と

す
れ
ば
勞
銀
を
合
算
せ
る
利
益
は
二
百
六
十

一
国
に
一選
す

る

次

第

で

、
佐
一一一木
氏
の
成
横
に
比
す
れ
ば
一相
・一一不
良
な
る
感
あ
る
も
不
毛

地
の
利
用
と
し
て
は
相
営
收
益
あ
る
も
の
と
訊
ふ
べ
き
で
あ
る

。

l
;・-l
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1
一
二
1

結

一
講

卵
'

精
子
の
保
有
期
間
と
受
精
率
の
開
係
に

就
き
て
は

基
に
號
早
隆

夫
氏
の
一E一に
開
す
る
研
究
あ
り

。同
氏
は
性
別
に
依
る
受
精
能
力
に

開
し
て
は
組
察
を
缺
か
る
-』も
'
健
全
な
る
lE
雄
相
互
間
に
於
て
は

死
後
八
時
間
以

内
は
受
精
能
力
を
維
持
す
る
と
報
ぜ
ら
れ

，
水
産
講

習
所
寺
尾
敎
投
は
そ
の
討
論
と
し
て

「卵
と
精
子
の
保
有
期
間
と
受

精
率
の
開
係
に
就
き
て
は
理
論
上
受
一
精
率
は
保
有
期
間
の
指
数
面
数

に
依
--
て
表
は
し
得
べ
し
と
の
結
果
發
表
せ
ら
れ
た
る
あ
り

」
と
附

言
せ
ら
れ
た
e

一一一一〈・
，-，・
田
技
師
は

:
-

M一、
--M
確
に
就
き
て
研

----
を
進
め
ら
れ
、
姫
-il-
の

雄
報
-s
受
精
能
力
は

（氣
温
表
化
-lf
氏
三

'
二
度
-
六

'
五
度
範
一回

内

）
死
後
四
十
八
時
間
に

於
て
指
五

，
二
五
%
の
受
精
能
力
を
保
持

し

、又
一Mi
一 :一一角
の
受
精
能
力
は
雌
に
あ
り
て
は
比
較
的
長
時
間
持
機

す
る
も
の
で

'
過
度
の
温
度
に
觸
る
4

事
な
き
か
又
は
死
後
水
中
に

在
る
事
長
か
ら
ざ
る
も
の
は

'
死
後
廿
四
時
間
を
経
過
せ
る
も
活
き

維
持
す

。

一
、雄
観
・一一一は一一一一一後
八
時
間
に

し
て
全
く
受
精
能
力
を
消
失
す
o

以
上
の
試
驗
よ
l

）推
集
す
る
に
制
一一…一f im

…

一一一，m一は
親
一一…一
技
一一一一一-l，（
後
に

た
る
雄
を
配
せ
し
に
猶
八
五
%
の
受
精
率
を
認
む

。然
る
に
雄
に
於

て
は
大
い
に

趣
を
異
に

し
活
力
の
減
:1
一a
一期
著
に

し
て

，
死
後
一一
時
開

を
経
過
せ
る
も
の
に
健
全
な
る
卵
子
を
配
す
も
八

一
%
に
減
じ

、
六

時
問
後
に
は
使
か
に
二
一a
-一一一一'十
二
時
間
後
に
は
全
く
受
精
能
力
を

消
失
す
と
發
表
せ
ら
れ
た

。

上
記
b
キ
ウ

，
l・ウ
オ
に
開
す
る
試
驗
に

於
て
も
'
雌
は
一究
後
二
十

四
時
間
を
經
過
す
る
も
九
〇
%
の
受
精
力
を
示
す
に
對
し
'
雄
は
一一一一一

後
性
か
に
八
時
間
に

し
て
受
精
力

，
-・一一一̂一ふ
結
果
と
な
っ
て

一0
る

。 :

以

上
よ
り
考
察
す
る
に
館
館
族
に
開
し
て
は
雌
相

一一使一の
受
精
力
は
雄
親

a
'
に
比
し
通
に
長
時
間
保
持
性
を
有
す
も
の
と
言
明
で
き
る
の
で
あ

る
o要

約

一
、
雄
雄
親
魚
共
死
後
の
時
間
経
過
に
比
例
し
受
精
率
を
滅
少
す

。

一
、
l-
親
魚
は
・一一一一一一激
な
る
氣
温
變
化
な
き
限
り
二
十
四
時
間
以
内
に

於
て
は
受
精
率
に
顯

一一一 :
:

な
る
差
異
を
認
め
難
く
充
分
に
受
精
力
を

な
す
を
最
も
英
の
受
精
率
を
良
好
な
ら
し
む
る
も
の
な
る
も
，
萬
止

む
を
得
ざ
る
場
合
は
雌
は
二
十
四
時
間

'
雄
は
二
時
間
半
以
内
に
處

理
す
る
も
大
な
る
支
障
な
き
も
の
と
m-
:一料
さ
れ
る

。

裁 五 十 三 第 'li - l' 第

〇
難
第
の
布
上
構
化
法

一、 I～一一一・一．，
一一．--
I

I

-
'一、一，・一一 i一一;l
（一一一'a
一一一一一c
一一一-
-

．一一
、「一一c
S
-

一一一一一）一一-
-

、「一'一一一一t
一一一一 :-:J
I

）e
-

．'

． l
・一 :
二

．）一者
者
は

一
年

一n前
に
:一
シ

ー，

で
行
は
れ
た

「能
'

卵
の

布
上
-lB
化

法

」と
:

K
ふ

一M一一一・な
妙
鐵
を
見
た

こ
と

が
あ
る
が

、n-…
一一一一一

此
の
方
法
を
棋
倣
し
-llt
'

印
を
用
ひ
て
試
-a
し
た

-a
装
=
な
好
成
1観
を
得
た
o

此
の
方
法
に

用
0
る
:一W-

・よ
ぃ
布
は

「-f
7
ラ

ン
・

，
ー
ル

」で
、之
を
四
分

の

三
一一 :

、
平
方
に

切
り

、二
枚
の
木
粋
の
間
に
:a
-

，，
-
で
器
般
さ
せ

る
o

枠
の

布

に

接
す

る
面
は
-l l j

-S

す

べ
ら
9
校
に

地
を
か
け

な
ぃ
方
が
ょ
く

、
又
枠
の

一

方
は

斜
に

そ
ぃ
で
置
く
と
卵
を
移
す
際
に

使
利
で
あ
る

。此
一一一0一一一
被
S

收

容
能
力
は
布
上
に

一
重
に

並
べ
約
三
千
粒
で

あ
る
o

之
等
の

統
は
空
氣
の

流

通
を
ょ
く
す
る

一一a四分
の

一
吋
の
間
隔
を
あ
け
て
重
．一一、一
番
上
に

は
光
線

を
一選
け

る
一一一一・8一の
盆
を
置
き
適

一一一一の處
に

社
ん
で
置
く

。

水
は
・

一
番
上
の

空
の

盆
に

一一一:一流
し
込
む
と

、そ
．i :
．
が

盆
か

ら
盆
に

段

，
t

満
下
し
て
卵
並
に

布
を
-a
す
o

一一一nW一が
一一一一一一ml-常
に

通
い

の
で

朝
1a
一
回
・前
一一一一一一-l-に

一杯
の
水

を
一一Mli-
紛
す

る
だ
け

で
充
分
と

認
め

ら
れ
た

。死
卵
は
直
ち
に
加

一 :

択

み
で
除

去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
ぃ
o

卵
は
七
五
日
で

解
化
し
・
◆
一一o
そ
れ
ま
で
の

一一一一一那
一
数
は
使
少
で

あ
っ
た
が

、

第
化
-9
日
一一一一 :者
が
'不
在
の

必
に

n
出
一一一一
は
大
部
分
鍵
死
し
て
一0
た
が

、そ
れ

で
l』二
、三
〇
:-

一一一の
生
存
せ
る
-
の
が
あ
っ
た
の
で

、直
ち
に

水
精
に

移
し

最
初
一一-一一一一fと
卵
で

'
後
に

は
水

一一0一と
「シ
ク
u

ツ

プ
ス

」と
で

的
三
ヶ

n

a
青
し
た
が
健
全
に

成
長
し
た
o

此
の
方
法
で

は
温
度
が
査
一使

a
-

に

製
化

す
る
の
で
解
出

日
数
を
選
め

算

出
す
る
こ
と
が

困
難
と
一一一一一， i;
決
出
が
あ
る
o

又
解
出
は
流
本
中
で
行
は
せ

る

が
よ
く

、
量
限
後
二
通
間
日
1li-
に

--
水
中
に

一M一すの
が
最
-
よ
い
結
果
を
-lil

ll・る
表
で
あ
る
o

（三
浦
五
郎
a
器

）

I
一三
1



述 - l - - 1il1 ' l

上 よ り

，
-

，來
よ
-l

）記 :

-一一一の
付
一一い
事
は
中
す
ま
で
も
一，
，
l-
'

く
'
文
明
の
發
建
進

ル
は
記
難
の
陽
，--一
あ
る
と
言
は
:-
-一る
o
1

-一一備一'発
城
に

た
づ
さ
は
つ
て

b
て

も
'一一一M一々
と
面
自
い
事
が
ら
や

'
或
は
1

Mf

を
-l9
ん
で
く
や
し
く

一…u
は
れ
一・一一一一一一一̂-一…一 'も
;-b
・一一一
も
の
で
あ
る
が

、
そ
の
中
に
も
一絶
へ
ざ
る
一一一一

意
と
織
常
な
一る
:

組
・f
'・一に
よ
-

）て
、E

l
l
f

上
に

開
し
て

も
一…心
一，ぃ

一'-一け
一9

事
が
ら
・
'-一一・一-
'

か
ら

一数へ
ら
れ
る
-ll-
が
あ
る
の
は
一R:・
一一一一一で
あ
る
o

之
等
の
事
が
ら
の
記
難
に
は
か
な
l

）面
倒
な

":と一…u
う
様
な
事
も

あ
り

'
後
程
唯
理
し
や
ぅ
と
考
へ
て
e
て

'
遂
忘
れ
て
し
ま
ぅ
様
な

事
も
'

二
再
な
ら
f
有
り
勝
で

'
筆
者
が
增
一城
場
で
作
業
に
從
事
す

る
様
に

な
つ
て
か
ら
も

一一一一・一一の
記

，難に
一就
て
少
な
か
ら
一-l:
ル

ー

ズ

な
方
面
で
は
央
收
を
重
・a
．

，
後
で
地

一一駄略
ん
だ
一1J

と
は
'
人
並
以

上
で
あ
っ
た

。

效
に
記
し
た
姚
の
池
中
．El
育
に
就
て
は

'
昭
和
六
年
春
よ
り
始
め

確

池

中

飼

育

の

一
記

録

常

山

略

水

定

會

矢

五

た
が

、
生
一一一一:・一M一は
勿
論
一
発
一 :一一一一u一に
一就
て
の
測
定
な
ど
も
'
殆
ん
ど
そ

の
記
銘
を
缺
き

、一願
る
通
態
で
あ
る
が
'
投
一一 :一一一や
，
池
替
等
の
際
に

於
、け
る

一観
索
に
よ
り

、
索
（西
力

"-lE'
商
L

で
一～
M一動
も
活
渡
で
あ
り
-
-一義
一一一中

の
ア
マ

ゴ

'
河
館
に
も
比
し
て
S

M一る
程
一c
あ
る
が

、
-ー
ハ

食
?一一一、な
割
合

に
細
・
理
で

、
肥
・
．-
度
は
ァ
マ
'f

等
と
は
・格
成
の
an一的さで
あ
っ
た
o

体
色
は
～l-
一E
一
‘ :

，::
一---;…
'

色
'一一一部銀
自
一．e
体
側
，--一一一」一一一（-

）一一一rr

m
a
-

・一-
）は

常
に

一一一めら
-一なか
つ
た
（ :

的
一-'-
-
-一一:の
一川
'

端
部
の
法
無
で
あ
る
こ
と

も
構
，f
-

・

か
つ
た
o

由
一
特
の
際
-
1
:
'

に
於

一J
は
銀
自
一一， ---
-

:一 :

-
:

一
，常
に
一一一 :

げ

易
く

、一一 :-一一に
ァ
マ
、コ
等
，-， '
共
に
操
作
し
て
も

、
よ
o
，
l

:

-・
く
一一一一一一一一一し
て

横
臥
す
る
が
如
き
状
態
で
あ
つ
た
（ :一

一同育
中
に
は
ポ
ッ

く
発
れ
，

発
一一一一a一は
一軌
れ
も
細
長

〈
捜
せ

一，・一一一一～-一一一一
。而
し
て
解
化
後
満
二
年
後

の
十

一
月
十

一
目
の
一発
一一一一で
全
部
を
失
つ
た

。

尚
上
納
一一一一一一一一一一一M影
に

御
手
數
を
一期
わ
し
た
る
水
上
義

一a一一に對
し

:一一一に
感
商
，の
意
を
表
す
o

ら
れ
た
も
の
で

'
筆
・一

:

-

一一一 :が
認一年
都
よ
り
之
を
引
織
い
だ
様
な
形
で
あ

る
が

'
實
際
は
無
開
心
で
あ
る
が
如
き
時
が
多
か
つ
た
o

と
'

-

，一ふ
の

は
他
の
解
化
一同
育
の
仕
事
に

つ
い
て
通
は

．a
n一一で
あ
っ
た
せ
い
で
も

あ
る
と
一m
-

は
れ
る

。
何
れ
に
し
て
も
常
時
は
そ
--し
程
充
分
な
事
が
出

來
な
か
つ
た
綿
で

、
今
=
館
．一画
育
の
經
過
を
取
り

．
認
め
様
と
し
て
見

た
時
に
は

、
従
だ

t-lf
な
い
一…S
〇

を
し
た
o
-一一一の池
中
一E
育
の
因
-a
な

事
は
認
め
ら
れ
て

e
る
一1J

と
で
は
あ
る
が

、
不
完
全
な
が
ら
も
取
觀

め
た
も
の
を
、
參
考
ま
で
に

と
思
〇
記

:

-一一一し
た
次
第
で
あ
る
o

一
、一調
育

の

種

要

昭
和
六
年
四
月rr

一一

fM

一
の
放
流
館一稚
e
一
（全
長
六
、
三
相
乃
至
三
'七

編

）
の

一
部
を
殘
し
面
育
し
た
も
の
で

'
之
の
一
鞭
卵
は

大

部

分

北

海
道
産
の
も
の
で
あ
る

。非
常
に
少
數
で
も
ぁ
っ
た
爲
に

，
事
發
、
施

行
の
都
合
上
應
々
池

:

-

a
:

一
や

、
他
組
e
、と
の
混
養
を
一一一M
機
な
く
せ
ら
れ

部

桂

雄

l
一
国

1
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本
適
西
流
-

，序
に

於
け
る
船一の分
布
は
一一M一 :期
地
方
を
略
々

:

-
:

'
'一

北
限
と

し
て
以
南
の
各
河
川

一
帶
に

一一一一一一り
'
特
に
〈

0一市

太
'
利
別
'
厚
粋
部
等
の
一一一一M
川
は
英
漁
獲
も
多
く
本
適
一一一一一・一一一一統
の
重

要
な

悠
置
を

一 :li
め
て
居
る
o

石
特
川
に

於
け
一一一一一一一一一は
比
使
，的
近
年
に
・一T一り
=
-一一一一一一
--
文
流
=
:
-一'
，-
川
へ
の

湖
上
を
M
て
知
ら
-t-
昭
一川
，・ :一し
年
-一一一一に
於
て
--
=
-
-

-
-

=
-nE

制

二
十
一--li
-
-
・一一0一を

示
し
て
一．-
:

一
る
が

、
同
じ
一石
特
川
の
一
支
流
で
あ
る
千
一一一一一川
に

於
て
は

從
'

來
湖
上
の
事
賀
無
く
全
く
姚
の
接
1-;-
無
き
も
の
と
考
/

ら
れ
て
-一

た

。然
る
に
昭
和
-
:

，一
年
十
:

-

:
:
'

末
突
然
千
:-一一一一一村
市
術

---
近
に

於
て

共

潮
付
を
發
見
数
十
尾
の
一一M
i

一群
を
認
め
る
に

至
つ
た

。發
:
-一営
時
S
に

時
期
を
失
せ
し

一 :一一一一一一一一一一中
怖
に

一
尾

（雌
）・一一r
補

一M一せ
る
の
み

で
水
温

の
一一一一一一下
，一一共
に
;it;
套
を
没
す
る
に
至
l-

）充
分
の

理
必
M

を
得
ら
れ
な
か

つ
た
の
で
あ
る
が

本
年
-'
月
に

至
り

、・m・
年
の
例
に

依
つ
て
充
分

-a
一

o
千

、一'〈-!l
'-
'o!-

、一'〈-!l

・l ・

に
r
:
-
-
-l1
'

-一一類
及
砂
利
を
認
め
一一
．
J

の
み
で
'
雌
雄
共
に

是
虫
英
他
の
動
物

質
解
料
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た

。一一 i

5
一推

一を
認
め
た
る
、瀬
付
の

場
所
は
一一r
，一一一一一村
市
'

術
橋
の
下
流
約
一一-'
間
の
地
難
で
河
底
砂
利
の
流

速
比
較
的
念
な
場
所
・
で
あ
る

。

:
-

・:
-

:

-
:
:

一
し
て
居
た
處
十
月
十
八
日
nl1
年
と
略
々

同

一
の
個
所
に
一一一一集せ

一一（一一一一一を發
見
同
月
三
-'
l1
に

至
b
=
:一一一中
雌

一
J・雄
三
尾
計
四
尾

（第

一
同

）
を
-hl-
獲
す
る
を
得
た

。

:r一一一、a一体
測
定
結
果
は
左
表
の
通
で
あ
る

。

右
四
:

-

-一一の
中
-f
は
何
れ
も
成
熟
せ

る
も
の
で
体
の
疲
般

，出
し
く
那一、色
一，-

n :
-
:一し
胸
船用

の
附
一一 :

一一一に

一一一 :一一の錯
を
認

め
ら
れ
て
1一る。雌
は
体
色
多
少
銀

自
を
一 ::-
-一し
て

肥
大
せ
る
も
の
一e
那
は

来
だ
成
熱
に

至
ら
・

ず

」
-la
粒
の
大
さ
不

同
に
し
て
個

・々一一E:
-一一一せる
を
認
め
た

（第
二
同

）o

雄
前

一の
一m
化
器
内
容
は
何
れ
も

「-腸共
に

一 :一-
-

，n
、

期
及
多
'一…一'の
小
砂

利
を
認
め
ら
れ
た
が

、
雌
は
一M
::

の
内
容
管
無
に

し
て

一一:に
陽
の

一
部

二
寸
前
後
の
小
e
利
で
多

量
の

砂
を
混
じ
て
-一る
が
之
を
鋤
確

を
以
て
操
取
し
r一
見
る
と
共
表

面
に

齢
那
・一::一-
ハ
粒
一一一一一的
着
せ

る
も
の

二
個
程
一一・・・取
す
る
を
得

た
J

那
は
何
れ
も
一城
一一一先
水
生
蘭

一'-
生
の
-n
出

發
一r-状

:一一一一一一 ::・～--
不

明
一c
あ
る
が

'
同
時
期
に
は
同

様
の
小
形
・

那
を
有
す
る
他
e
識

に
て

一用卵
を
行
ふ
も
の
略
々

認

め
ら
れ

．-l:
'
確
に

之
ほ
鮎

」
-la
-

:
J

あ
つ
て
同
所
が
動
の
産

」
-l0
場
で
あ
る

事
が
知
ら
れ
る

。

営
時
水
沮
は
九
●

七
度

（。c
）を
示
し
十
:
:一一 :

-
・

十
五
日
よ
り
同
月
三

十

一n
:

迄
の
平
均
水
温
は
九
・
四
度

（c
）
を
示
し
て
居
る

。

尚
最
初
に

一一M一一mを
發
見
後
潮
付
の
場
所
よ
り
上
下
流

一一E一一・に
'商一り

再
三
調
一一一せる
も
同
所
以
外
に
一 ::-
．，
-=
の
，

一一 :一一を
認
む
る
一一一・
得
な
か
っ
た

。

十
月
十
八
n :

営
時
發
見
せ
る
動
排
は
約
一一一
個
所
に

-B-
れ
一一一一一一約
百

l
一九
i



尾
前
後
を
認
め
ら
．a
た
が

、
;=
、の
後
次
第
に
英
数
を
減
じ
十

一
月
初

句
に

至
り

略
・一一 :… :一一ハ．-一一?を
浅
す
る
に

至
つ
た
o

英
-a
數
は
昨
年
に

比
し

約
三
一一-
と
推
定
せ
ら
れ
年
々
增
加
の
状
態
に
あ
る
を
知
ら
れ
る

。

千
一一一M
川
に
一M一の
測
上
を
見
る
に

至
つ
た
原
因
に

一就
て
は
純
々

調
益

の
上
で
な
け
れ
ば
一一M
知
仕
難
い
が

'昭
和
八
年
九
月
二
十
三
日

一一一小
太

解
化
場
よ
り
一
務
一，m一
の
上
解
化
一一-育
せ
る
館

」
--a
約
十
五
一

方

粒
に
依
る
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
o

常
時
の
記

，難
に

依
れ
ば
九
月
二
十
一一一日
S一一一:一一， 一場

着
・一一一同
時
に

一・一0一一一一一池内
に
装

一u-せる
解
化
相
内
に
收
容
'
前
後
に

順

木
納
を
張
れ
る
細
Jr-
を
設
け
a
:
-
-

-一一m-
一遇
を
一一-止
し

一E育
せ
る
も
の
で
收

容
後
一'
'

=
に
て
略
・一一'n-一一生
を
一一一一一一り
成
L

ん
に
一一一一…内一r一游
は
す
る
を
一認
め

ら
．a
た
-
-

-!-
、後
約
'

/-
=
-

，
，一報

．て
，生
-

，-を
來
し
て
居
る
o

fj-
し
解
化
一一一一

布

一の
M
9

死
体
の
發
見
さ
れ
た
も
の

:

-
:一一一常
に
少
な
く

、
一
部
の
一 :--一一 :

…一の

発
前

一池
内
に
逃
れ
千
一一一一一川
を
流
下
し
降
海
の
後
一再
び
溯
上
し
て
一一一一一一卵

繁
殖
を
被
け
今
日
に

至
つ
た
も
の
と
考

、ら
れ
る

。f
j
f

し
館
は
所
調

年
e
'
と
細
せ
ら
れ
、
今
度
-hf-
獲
せ
ら
れ
た
も
の
も
u
:
-
-
'

隣
は
一
四
尾
--:
、に

泉一一帶
（一一'i一一tcr

B
an

（-

）
の
存
在
を
認
め
ら
・a
・一一，昭
和
十

一
年
秋

に
解
化
降
海
せ
る
も
の
な
る
事
が
知
ら
れ

，
移
取
営
時
降
海
の
も
の

は
九
年
秋
に

は
-

:

-一潮
付
を
見
n
-fa
ば
な
ら
一n
も
の
で
あ
る
が
英
尾
数
の

l
二
〇
-

少
數
の
爲
に
發
見
に
至
ら

．-・:十
一
年
秋
に

至
・n一り
初
め
て
認
め
ら
れ
た

も
の
と
-la
は
れ
'
又
昨
年
及
本
年
に

於
て

一a～一期
測
上
の
後
秋
産
卵
期

迄
の
間
に

釣
--l-
者
の
多
数
に

入
り
英
漁
獲
も
相
営
数
に

上
る
に
:

和

ら

ll:
筋
の
套
を
認
め
得
な
い
の
一一?
-

:
l一一 :-一一～
數
の
来
だ
少

数
な
る
と
同
1lh一の

初
性
と
し
て

河
川
湖
上
後
は
--
に

--l-
:

-
-一期
の
み
一一一一一一n :- :
る
結
果
と
者

，へ

ら
れ
る
o

以
上
の
如
く
千
一
'-一川
に

於
け
る
舶
の
湖
上
は
年
々

:tf-
加
の
-lla
向
を

示
し
，
llll一一説
期
の

:

繁
一一用
:

比
一・一一一的
多
き
同
川
と
し
て
益
々
今
後
共
增
城

を
期

一付し
得
る
o

一M
ル
，一
，M一るに
常
り
的
の
測
上
に
一一一一一a-て
一 :，-一一め
有
益
な
御
指
一不
・一一一一・'m一つ

た
一一一一-川
場
長
に

對
し
一一一一一一く
做
意
を
表
す
'
'-

，-J:
-
:
'

・
、に
:一取
初
に

一一一'一一・見0
上

御
通
知
・一一。・一一一…一せ
ら
れ
た
一一，・一一一一一村
渡
部

fll-
郎
一:-
，

に
感
商
の
意
を
表
す

。

( 三 )  (二 ) (-)
參

考

文

献

一一 i
の

董

額

能
'-

f
一一報
一ハ卷
二
a
、及
、セ
年
二
十

七
一Mn

貯
水

一m一に
移
東
し
た

一一 i卵
に

使
る
一一一 iの
恭
-lia
藤
本

、山
本

、

日
本
水

要
a
f
単
會

一一一三卷
一-a

ァ
ュ
の

一一一一ハ
然
部
料
に

-a
す
る
解

究

同
川

、東
n-
、

同
右
'

一一一a
1

一一五
-a9
'
四
卷

四
期

、一一F-
・一一一一二
號

、

〇
本
道
の
一M
の
分
布

本
邦
の
特

一一-
川

一で
;f
る

一一一‘-，（-
e
）来K
態

、味
-lli

，
t:ハ
に

我
国
-

、
-
性
と

和

一一 :

t

（

し
て
珍
一n
，一一一れ
て

'・-iり
、
分
布
は
北
は
北

illi
一通
一一人
刷

一的
近
よ
り
南
=:
，-:
一一一、

a
一E
i

に
至
る
と

一-K
は
れ
て
居
る
o

本
道
に
於
け
る
分
布
に
一-
し
て
は
程
清
的
に

一一一要一9
さ
れ
て
:

所

な
ぃ
-a
適

載
な
報
告
が
な
く

、
之
を
機
計
よ
り
知
る
の

外
は
な
い
o

北
海
通

装
期

解
化

場
の

昭
和
十

一
年
度
に

現

一 :．た
続
計
に

使
る
と
-

^4・は日
本
的
に
面
す
る
河

川
に

-lt-
し
て
居
る
o

，
jlP
-
北
は
石
一一一一一gM

E

川
よ
り
南
は
推
配
海
般
に

注
く

渡
島
:
-

:一油
川
に
及
ん
で
'-一一r
る
が

、例
外
と

し
て
城
火
-a
に

注
ぐ
一一一n一部
川
に
一m

か
で
は
ぁ
る
が

-Ei
9
さ
れ
て

M一るo
一一一一〈--一一…部
川
の
降
河
川
野
m
l一川
に

も
産

す
る

事
は
展
林
省
・一一一一成
同
0

河
川
一一m
a
果

空
ハ

観
に

二
五

一日一の
産

一観が
報
告
さ

れ
て
居
る

。太
平

洋
構

一一に
於
い

て
の
北
限
は

一尼
で
は
あ
る
が
西
前
高
等
水

一f
事
校
座
田

敬
授
が
勇
持
川
で
入
手
し
た

事
を
話
さ

れ
て
居
た

。 :ti一・者
の
現

地
で
一明
一一一 :一し
た
現
在
:
1一一一の
範
開
で
は
南
は
一想
l

」
1
il-
を
装
と
す

る
が
n一ら
く
lll-

火
．M
方
面
に

於
い

て
-

理
M
の

一一一一一組
が
あ
る
も
の

とm
j

は
れ
る
o

北
は

一一--l］9

一一一一一一一一一方
面
に

於
い

て
の
-E
計

は
な
ぃ
が
刻

0-l-
川
-;--

．． ;

， 一に
及
ん
で
・

-

る

一一一一を
田
一

い
て
--
，る
o

本
通
は
過
去
に

-9
い

て
は
-f-
-

t一一一一一一に一一一一一．河
川
一一M一の
利
用
は
全
り

一一要:

融

し
て
は
:
…一らな
ぃ
が

、・一 :

n
時
の
魔
額
は
想
像
以
上
で
河
の

下
流
の

一
方
に

石

を

一一一:Mし
て
入

ロ
を
作
り
上
流
は
-lla
上
せ

し
め

な
ぃ
様
に

し

一:ii-
放
一一一一し
、

調g
f

流
の

入

ロ
ー

開
'll-
て
中

，
2

）一一 iを
沙
ふ
と

一一一ふ原
始
的
な
方
法
で

、一

夜
で

a-
に

数
本
一
前
れ
た
と

一一一ふo
然
し

一M :

-一一一な
長
期
間
に

重

，
3
-a
薄
は
一者
し

ｫ

そ
の
産
額
を

減

一一一し
め
各
河
川
共
に

往
時
の

建

・
は
見
ら
れ
な
い
o
-

-
今

l

n
j

-一・自
動

一一一・に
よ
る
交
通
の
使
開
け

そ
の
細
新
個
値
も
增
大
し

、又
一m
業
の

立
体
的
な
組
書
と
一一一・一点か
ら
之
が
積
一械
的
一a:
成
の

一一経
が
講
ぜ
ら
れ
て

居

る
所
-
少
く
な
ぃ
o

（相
并

:

?一一博
）

l
二

一-



昭
和
十
二
年
度
石
狩
川
鮭
採
卵
概
况

武内

海

重

左

工

門

田

重

秀

一
、
目

的

本
事
一業
は
昭
和
八

、
九
'

一
〇
年
の
三
ヶ

年
に

於
て

實
施
せ・
し
事

あ
る
も
-・一一一後
引
被
く
石
特
町
の

:一一一，図
漁
は

:

，一一ハの
極
度
に

:

連
し
本
年
度

の
如
き
一n一石
'm一町-fa
業
者
の
生
計
上

，田る
田
難
を
來
し
之
が
救
消
の

必
要
を
認
め
一m
一
に
本
年
度
本
一-- :・
，・一， -一:一1一一一一一一M一す
る
に
一

，一
，
'

れ
-l

）。

二
'
親
魚
捕
一
獲
期
間
及
捕
獲
方
法

石
m
-
:

川
に
於
け
る
姚一-

l
f
a

業
に

開
し
て
は
北
海
適
漁
業
、
取

締

規

定

に
依
る
公
体
目
の
内
特
に
本
年
度
許
可
せ
ら
れ
た
る
十
二
月
二
十

一

日

、二
十

二
日
'
二
十
一一日
の

i

一
日
間
に

於
て
各
種
漁
業
者
を
し
て

共

の
使
の
漁
具
漁
法
に
依
-l
'漁
獲
に
從
事
せ
し
め
其
の
期
間
内
に

於
て

捕
獲
せ
し
館
親
角
'の
内
成
熟
せ
し
も
の
を
一
撰
び
之
れ
を
採
卵
に
供
せ

り

。而
し
て
地
曳
紹
-tif
獲
は
そ
の
都
度
之
を
生
費
に
放
養
し
一
定
の

数
量
に

進
し
た
る
後
探
卵
を
行
:

1
-
-一刺
細
描
獲
は
望
．朝

一
定
時
に

之
を

集
め
一一M---
一一一一一後
極
め
て

僅
少
な
る
時
間
を
經
過
せ
し
親
a
、の
み

を
一一一一一期一

に

一a一一せ
り

。

三
'
一説
魚
の
成
熱
及
採
卵
一一一一一一r売

本

年
度
實
施
せ
し
採
加-
f
．-

職
は
'

イ
非
に

し
一一一'-手前
=
よ
り
一大
使

不
良
に

し
て
前
後
三
日
間
は
流
水
護
し
く
…一一---細は
勿
論
--
細
に

一一一一一り

て
も
一ク=
ん
ど
操
業
意
の
如
く
な
ら
・一一一，'
從
て
描
整
も
亦
極
め
一一J

一一一:少

に

し
て
-ll-
網
に
よ
る
抽

一獲
尾
較
四
十
尾
'
刺
細
に

依
る
も
の
二
十
八

尾
合
計
六
十
八
尾
内
採
卵
に
供
せ
し
も
の
南

一細
に

て
二
十

一
尾
刺
細

に
て
二
十
八
尾
採
卵
教
に

於
て
は
・e一紹
三
萬
一一一一一千
五
百
粒
'
割
細
一m一一

萬
八
千
五
百
粒
合
計
採
卵

整
ハ
高
量
千
粒
な
り
と
す
o

本
一一一 :

-

'度
抽
獲
親
魚
の
雄
雄
の
割
合
は
略
々
同
數
な
る
も
難
雄
何
れ

も
未
熱
無:
多
く
一画
本
年
度
は
刺
一綱
捕
獲
親
組
は
何
れ
も
死
布

一一一一一，一-l:
採
卵

に
:
-
-一し
一一 :ーハ1l-
の
解
化
成
一一M
を
責
地
研
究
せ
ん
と
す

。左
に
嫌一税
的

一 :一一一一一一一

採
期
一
成
献
表
を

一mぐ
。

〇
・

用

一細
に
よ
る
も
の

月

日

一二
、一一一

ク

二
二

・
二
三

計

二 一

一 五

四 三
〇 二 五 三 la' i

l 1

1 l l '
- 1 ・ 0l1、

l 計t數
l l l i

l 採

1 BP
l 數l l llt _

〇 〇

三
二

、五
〇
〇
一

一
、二
〇
〇

三
二

、五
〇
〇
一

一
、二
〇
〇

九
六

、四
一

九
六

、国
一一

」

〇
刺
綱
に
よ
る
も
の

月

日

一
二

、一一一 :
・
二
四

計

l

l準

五 九 六n l
一

雄

一三_ l l l l_九g _ _

計

一- l一五一三二八
一

:

使

用

親

魚

般

・

一

一

一一

-
1

-ぃ
．
-

i

t

l

一
採

卵

数

輪
送
書
死
卵

輪

送

成

鑽

一一

雄

一
:a・

一

言

一一

．

-

一一一 :
-

-
六
-

、〇
〇

，3一・

，
一 :

〇
3-

九

一'

、 -i

六
一

一

七
一

二
三
、五
〇
〇
一

八
〇
〇

九
六

、一

1

八
一

五

一
三
一一

二
八

、五
〇
〇
一

一一一〇〇
一

九
六

、一
摘

要

四
，
容
附
に
依
る
態
親
魚
採
卵

．

昭
和
十
二
年
十
二
月

一
日
石
特
町
・一一一業者
高
澤
喜
代
治
氏
よ
リー

'申

出
の
石
n一川陸
地
曳
細
漁
業
に
依
り
抽
獲
せ
し
親
・一一一一E・
よ
り
熟
卵

一u

高
粒
の
寄
附
に

係
る
採
卵
事
業
は
本
年
度
親
色
、の
拆
上
極
め
て
不
良

1
一一一一一 i一



二
四

月

日

計 数

一一一一
一

計

一
二

、一-
一'

ク

二
八
一

:
一九
一

計

二 一 六 五 ・し

1fi 二 二
二 三 九 〇tt

1,、一1u

l
三 _五 lil

二 l
九 〇 ,・

．L
，． :

．-、
l
-
-

-
-

-
-
'・

-

J

f

〇
r

）C'・一
二

C
〇

一
七

、五
〇
〇
一．一
、．、

一

・

一
，〇
〇

二
八 七

五

一二
二
五

、〇
〇
〇

一

一
三
一

四

一
九
七

、一一一〇
〇

三

、八
〇
〇

・

”''l一一、八
九
大

、一

一

五
'
卵
子
一
連
一斑
方
法
及
成
績

0

公
体
:

H
:

の
も
の

・

（十二月
二
十
一
'

日
採
那
し
た
る

」
-la

」「は…一一一---細
'
測
細
に
よ
る
も
の

を
央
々

一…一M一別
し
---
年
同
様
の
那

」「連
控
--
に
:一一一容し
破
結
を
…

一m一け
る

爲
開
田
に

一集を
同
く
っ
め
件
と
件
と
の
間
に
・ :-
一，

一一一-i-の
水
一一一:
を
使
用
し

．相

の
外
-la
・一一一， ・

進
に
て
包
み

動
精
に

一一川意
し
て
一出一一一mに
て

茨

，'．ま
で
更

に
パ
ス
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寄

稿

歡

一
迎

一
、
館
解

、
淡
水
々
族
、
淡
水
養
殖

、河
川

、
湖
沼
等
に

-a
す

る
理
論
及
應
用
'一用
方
面
の
寄
稿
を
政
迎
す

。

一
、本
誌
に

-m
lfl-
せ
る
も
の
に
は
薄
期
を
一 ::一一一す
。

l

、希

一一'別刷
數
は
原
稿
に
明
記
さ

れ
度
し

。三
〇
部
ま
で
は

無
代
進
一一一一一す
。

一
、原
稿
用
紙
は
申
越
し
次
第
郵
送
す

。

一
、次
號
原
稿
は
一- :一月
来
日
ま
で
に
難
解
彙
報
細
輯
事
務
委
一:-一

（北
海
適
難
節
解
化
場
内

）・一一一一御
送
附
あ
り
度
し

。

m一和
十
三
年

三
月
廿
八

日

印

-B

Ila
和
十
三
年
三
:n
三
十

一
日
費
行

札

-u
市

外
:一国
穂

四

八

四

番

地

印

-a
人

国

中

幸

司

流
解
那
e
'

平
町
大
字
平
岸
村
中
之
島

:-
海
道

一E
一-
-一化
場
内

量

行

所

北
海
通
能
'一f
保

藤

協

會

t
-

一-
話

五

三

三

五

番

振
帶
口
座
小

a
二

一
四
八
番
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目
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